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研究成果の概要 

過去に経験した神経炎症を細胞自身に記録する新たなシステムを構築し、神経炎症の未同定のプロセ

スを紐解くことが本研究の目的である。特に、慢性的な神経炎症を伴うアルツハイマー病を理解するこ

とを目指している。まず、急性の神経炎症モデルを対象にシングルセル RNA-seqを実施し、得られたマ

ーカー遺伝子をもとにして Creマウスを作製した。作製にはゲノム編集技術を用いた。挿入された Cre

遺伝子の配列が正しいことをジェノタイピングして確認した後、繁殖させ、Cre依存的に蛍光タンパク

を発現するレポーターマウスと交配させた。このようにして作出したマウスに急性の神経炎症を惹起

させたところ、神経炎症が終了した後にも、炎症領域が蛍光タンパクで持続的に標識されていた。期待

どおりのマウスの樹立できたため、今後は、このレコーディングマウスを使わなければ解けない神経炎

症の課題に挑んでいきたい。また、新規アルツハイマー病モデルマウスを対象に、シングルセル RNA-

seq を実施した。空間的トランスクリプトミクスを併用し、2 つのデータセットを統合して解析するこ

とで、病理に付随する細胞集団の微細な変化を見出すことに成功した。今後は、急性炎症のモデルと同

様、アルツハイマー病モデルから得られたマーカー遺伝子をもとに Creマウスを作製し、解析していく

予定である。 
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